
昭 和43 年4 月5 日

区のお知らせ

区 の お 知 ら せ第194 号( 1)

足 立 区

企 画 室
( 882) 1111

電報・電話相談案内

電々公社では、毎月第三火曜日

の午前10時から午後4時まで、区

役所の相談室で電話の架設相談や

電報、電話についての苦情相談を

受けています。ど うぞお気軽 に… 。

人口調べ
( 昭和43年3月1日現在)

世帯　158, 792

男　　271, 664

女　　259, 342

計　　531, 006
( 前月よ り5, 427人減少)

四
月
一
日
か
ら

東
・
西
伊
興
町
誕
生

耕
地
整
理
の
完
了
に
よ
っ
て

伊
興
町
土
地
改
良
区
で
は
、か
ね
て

伊
興
地
区
の
耕
地
整
理
を
実
施
中
で
し

た
が
、去
る
四
十
二
年
十
二
月
完
了
し

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、次
の
町
区
域

が
合
併
さ
れ
、本
年
四
月
一
日
か
ら
東

伊
興
町
、西
伊
興
町
と
な
り
ま
し
た
。

東
伊
興
町
―
―
伊
興
町
聖
堂
(
全
部
)

伊
興
町
五
庵
・
伊
興
町
谷
下
・
伊
興
町
白

幡
・
伊
興
町
狭
間
・
竹
塚
町
(
各
一
部
)

西
伊
興
町
―
―
伊
興
町
吉
浜
・
伊
興
町

五
反
田
・
伊
興
町
一
丁
目
(
各
全
部
)

伊
興
町
京
伝
・
伊
興
町
番
田
・
伊
興
町

槐
戸
・
伊
興
町
諏
訪
木
・
古
千
谷
町
・

舎
人
町
(
各
一
部
)
。

面
積
は
、東
伊
興
町
〇
・
六
一
六
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
西
伊
興
町
一
・
〇

一
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
全
面
積
一

・
六
二
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

町
名
地
番
の
確
認
を

こ
の
新
し
い
町
区
域
は
、
第
十
五
出

張
所
の
管
轄
区
域
で
す
か
ら
、こ
れ
に

含
ま
れ
る
旧
古
千
谷
町
・
旧
舎
人
町
に

住
ん
で
い
る
か
た
は
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

な
お
、東
・
西
伊
興
町
と
な
っ
た
地

区
の
み
な
さ
ん
に
は
、第
十
五
出
張
所

か
ら
郵
送
し
ま
し
た
ハ
ガ
キ
を
よ
く
ご

覧
に
な
り
、ご
自
分
の
町
名
、番
地
を

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

区
で
は
、こ
の
町
名
、地
番
に
よ
り

住
民
台
帳
、選
挙
人
名
簿
、印
鑑
台
帳

な
ど
の
、あ
な
た
の
住
所
欄
を
書
き
改

め
ま
す
の
で
、も
し
、通
知
書
の
内
容

に
誤
ま
り
が
あ
っ
た
と
き
は
、至
急
出

張
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。第
十
五
出
張

所
(
伊
興
町
大
境
一
六
八
二
-
三
)
電
話

(
八
九
九
)
一
〇
四
八

耕地整理に伴う新町区域略図

区
界
変
更
部
分
に

住
居
表
示

こ
れ
ま
で
、葛
飾
区
と
の
区
界
が
入

り
乱
れ
て
い
た
た
め
、生
活
上
い
ろ
い

ろ
と
不
便
の
多
か
っ
た
綾
瀬
地
区
の
南
部

は
、四
月
一
日
か
ら
区
界
が
整
理
さ

れ
、こ
れ
と
同
時
に
住
居
表
示
も
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

実
施
面
積
は
、綾
瀬
一
丁
目
編
入
分

〇
・
〇
〇
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
綾

瀬
二
丁
目
編
入
分
〇
・
〇
〇
三
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
綾
瀬
三
丁
目
編
入
分
〇

・
〇
一
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
合

計
〇
・
〇
三
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

す
。出

張
所
の
管
轄
区
域
は
、綾
瀬
一
丁

目
が
第
十
九
出
張
所
、綾
瀬
二
・
三
丁

目
は
東
綾
瀬
出
張
所
で
す
。

新住居表示実施区域

善
行
青
少
年
を
表
彰

三
月
二
十
六
日

記
念
バ
ッ
ジ
を
贈
る

勇
気
や
親
切
を
示
し
、周
囲
を
明
る

く
す
る
よ
い
行
な
い
を
し
た
青
少
年
を

ほ
め
た
た
え
る
表
彰
式
が
、去
る
三
月

二
十
六
日
午
後
一
時
か
ら
、
区
役
所
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、四
十
一
年
に
青
少
年

の
健
全
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
始
ま

り
、
い
ま
ま
で
二
百
五
十
一
名
が
受
彰

し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、青
少
年
対
策
の
各
地
区

委
員
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
百
二
十
九
名

の
善
行
青
少
年
た
ち
に
、岡
崎
区
長
か

ら
「い
っ
ま
で
も
今
の
気
持
を
失
な
わ

ず
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」と
い
う

励
ま
し
の
言
葉
と
彰
状
、善
行
バ
ッ
ジ

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
敬
称

略
。な
お
こ
の
写
真
を
ご
希
望
の
か
た

に
さ
し
あ
げ
ま
す
。企
画
室
広
報
(
内

線
七
一
三
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
第
一
地
区
》
内
田
和
幸
　
内
田
栄

子
　
小
林
直
幸
　
吉
原
政
明
　
《
第
二

地
区
》
小
日
向
明
美
　
渡
辺
真
理
子
　

萩
原
龍
司
　
《
第
三
地
区
》
梅
田
佳
代

子
　
梅
田
秀
一
　
梅
田
百
代
　
藤
田
新

三
郎
　
市
川
典
子
　
岩
田
延
幸
　
植
木

悟
　
中
野
保
治
　
渡
辺
久
子
　
増
田
優

子
　
《
第
四
地
区
》
山
本
久
美
子
　
《

第
七
地
区
》
笠
原
信
夫
　
在
原
雅
夫
　

紺
野
一
美
　
池
田
哲
　
池
田
肇
　
福
田

隆
　
野
中
健
一
　
中
野
正
　
森
本
淳
一

福
田
京
子
　
照
山
茂
　
国
井
洋
子
　

吉
田
一
　
佐
藤
裕
司
　

《
第
八
地
区
》

小
池
正
治
　
太
田
孔
夫
　
高
浦
武
彦
　

大
関
英
広
　
大
島
須
磨
子
　
宮
崎
晶
子
　

菊
沢
文
子
　
二
階
堂
淮
子
　
稲
葉
重

雄
　
原
田
秀
男
　
川
島
稔
　
石
山
ふ
さ

子
　
大
浦
美
恵
子
　
白
崎
京
子
　
石
井

一
浩
　
小
野
豊
委
　
平
林
喜
美
子
　
宮
島

幸
子
　
長
谷
川
弥
生
　
小
長
井
陽
子

白
崎
弘
子
　
花
沢
恵
子
　
高
橋
真
佐

子
　
長
谷
川
静
江
　
石
山
か
よ
子
　
井

沢
清
　
花
沢
由
美
子
　
大
浦
久
枝
　
石

井
由
理
子
　
石
山
力
　
高
橋
千
加
子
　

白
崎
三
喜
夫
　
高
橋
初
江
　
《
第
九
地

区
》
島
村
和
則
　
中
島
紀
代
子
　
工
藤
美

由
紀
　
大
森
学
　
川
俣
美
代
子
　
山

崎
武
　
瀬
川
一
志
　
宝
谷
伊
左
子
　
藤

野
晃
　
町
田
浩
　
《
第
十
地
区
》
伊
藤
高

志
　
《
第
十
一
地
区
》
尾
身
信
晴
　

佐
藤
博
　
西
山
一
司
　
大
島
賢
三
郎
　

石
井
の
り
子
　
間
中
房
子
　
樋
口
貴
美
　

吉
田
節
子
　
三
原
京
子
　
三
宅
祐
三
　

青
木
孝
博
　
山
崎
和
子
　
日
比
谷
腸

子
　
間
中
朋
子
　
越
川
真
知
子
　
板
橋

利
男
　
伊
藤
敬
二
　
伊
藤
浩
一
　
黒
沢

祐
二
　
川
上
素
　
《
第
十
三
地
区
》
布

瀬
郁
夫
　
酒
井
美
智
子
　
島
田
富
美
子

西
井
須
美
子
　
鈴
木
京
子
　
金
子
悦

子
　
神
原
克
枝
　
浜
田
良
子
　
武
藤
節

子
　
桜
井
貞
治
　
樺
山
勝
　
《
第
十
六

地
区
》
目
黒
広
行
　
大
塚
初
江
　
芦
川

正
広
　
《
第
十
七
地
区
》
丹
野
令
子
　

倉
持
弘
　
舟
越
た
か
子
　
海
谷
光
雄
　

《
第
十
八
地
区
》
三
輪
伸
明
　
原
田
京

子
　
清
水
宏
之
　
岡
部
三
喜
雄
　
飛
田

正
美
　
飛
田
正
裕
　
斉
藤
秀
寿
　
斉
藤

寿
博
　
長
田
久
雄
　
酒
井
講
治
　
葭
田
慶

子
　
松
崎
栄
子
　
市
川
文
子
　
大
高

範
道
　
《
第
十
九
地
区
》
土
信
田
道
子

表彰を 受ける善行青少年

育
児
手
当
金
を
支
給

国
民
健
康
保
険

四
月
一
日
か
ら
二
千
円
の

国
民
健
康
保
険
で
は
、
あ
か
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
た
場
合
、
四
月
一
日
か
ら
二

千
円
の
育
児
手
当
金
を
支
給
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

対
象
は
、
四
月
一
日
以
後
に
あ
か
ち

ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
国
保
加
入
家
庭
で
、

支
給
金
額
は
、
出
生
児
一
人
に
つ
き
二

千
円
。
支
給
方
法
は
、
助
産
費
(
三
千

円
)
と
同
時
に
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

母
子
健
康
手
帳
と
保
険
証
、
印
艦
を
持

っ
て
国
民
健
康
保
険
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

請
求
期
限
五
月
九
日

引
揚
者
(
遺
族
)
給
付
金

次
の
か
た
が
た
に
引
揚
者
給
付
金
ま

た
は
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
が
、こ
の
請
求
は
こ
と
し
の
五
月
九

日
で
期
限
が
切
れ
ま
す
。ま
だ
請
求
し

て
い
な
い
か
た
は
、至
急
福
祉
課
援
護

係
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

(
1
)
終
戦
当
時
(
昭
和
二
十
年
八
月
十

五
日
)
六
か
月
未
満
の
乳
児
で
、終
戦

日
以
後
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
た
か
た

(
2
)
終
戦
日
ま
で
外
地
に
住
ん
で
い
た

期
間
が
六
か
月
未
満
で
、国
の
命
令
や

要
請
に
よ
っ
て
日
本
制
動
機
、ワ
シ
ノ

製
機
、大
同
製
鋼
、理
研
工
業
宮
内
製

作
所
、東
洋
ベ
ア
リ
ン
グ
製
造
の
各
会

社
に
勤
め
て
い
た
か
た
、ま
た
は
そ
の

遺
族

(
3
)
引
き
揚
げ
後
、昭
和
三
十
二
年
三

月
三
十
一
日
以
前
に
二
十
歳
以
上
二
十

五
歳
未
満
で
死
亡
し
た
か
た
の
遺
族

母子福祉資金を
お貸しします

大
学
や
高
校

に
進
学
す
る
子

ど
も
を
お
持
ち

の
母
子
家
庭
に

次
の
よ
う
な
福

祉
資
金
を
、
お

貸
し
し
て
い
ま

す
。修

学
資
金

高
校
月
額
千
五

百
円
以
内
　
大

学
月
額
三
千
円

以
内

就
学
し
た
く
資
金
　
高
校
・
高
専
一

万
五
千
円
　
大
学
三
万
円

こ
の
ほ
か
に
事
業
開
始
、事
業
継
続
、

技
能
習
得
、修
業
、就
職
し
た
く
、生

活
、住
宅
転
宅
な
ど
の
各
種
母
子
福
祉

資
金
が
あ
り
ま
す

。

お
申
し
込
み
は
、管
か
つ
内
の
次
の

福
祉
事
務
所
へ
。

足
立
―
千
住
龍
田
町
一
〇

東
部
―
東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七

中
部
―
梅
田
町
一
八
〇

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

の
予
防
注
射

昭
和
四
十
三
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
次
に
よ
り
行
な
い
ま

す
。犬
を
飼
っ
て
い
る
か
た
は
、必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。な
お
、時
間
は
各

会
場
と
も
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
と

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
。料
金
は
登

録
手
数
料
三
百
円
、注
射
手
数
料
百
七

十
円
、注
射
済
票
交
付
手
数
料
三
十
円

の
合
計
五
百
円

。

日
程
(
▽
実
施
日
　
場
所
)

▽
十
一
日
　
千
住
公
園
　
▽
十
二
日
　

千
住
四
丁
目
児
童
遊
園
　
▽
十
五
日
　

千
住
神
社
　
▽
十
六
日
　
柳
原
神
社
　

▽
十
七
日
　
千
住
旭
公
園
　
第
六
出
張

所
　
第
七
出
張
所
　
▽
十
八
日
　
千
住

保
健
所
　
第
八
出
張
所
　
第
十
五
出
張

所
　
▽
十
九
日
　
第
十
七
出
張
所
　
淵

江
小
学
校
裏
の
氷
川
神
社
　
第
十
八
出

張
所
　
▽
二
十
二
日
　
第
二
庁
舎
　
第

十
九
出
張
所
　
▽
二
十
三
日
　
第
十
三

出
張
所
　
梅
田
赤
不
動
　
本
木
西
町
氷

川
神
社
　
▽
二
十
四
日
　
第
十
四
出
張

所
　
第
二
十
出
張
所
　
西
新
井
大
師
　

▽
二
十
五
日
　
第
十
二
出
張
所
　
島
根

町
鷲
神
社
　
足
立
保
健
所

右
記
の
日
に
都
合
の
悪
い
か
た
は
次

の
会
場
へ
(
時
間
は
午
後
一
時
～
三

時
)
▽
五
月
六
日
　
東
綾
瀬
出
張
所
　

▽
七
日
　
第
十
三
出
張
所
　
▽
八
日
　

千
住
保
健
所
　
第
七
出
張
所
　
▽
九
日
　

西
新
井
大
師
　
▽
十
日
　
足
立
保
健
所

保健衛生の

窓口… ( 2)

健
康
の
保
持
・
増
進

健
康
は
、明
る
い
家
庭
を
築
く

の
に
不
可
欠
な
も
の
。
区
で
は
、

み
な
さ
ん
の
健
康
保
持
、
増
進
の

た
め
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

母
子
栄
養
食
品
の
支
給

所
得
の
低
い
家
庭
の
あ
か
ち
ゃ

ん
や
妊
産
婦
に
栄
養
食
品
と
し
て

粉
ミ
ル
ク
か
、ま
た
は
牛
乳
を
さ

し
あ
げ
て
い
ま
す
。対
象
は
、生

活
保
護
を
受
け
て
い
た
り
住
民
税

が
非
課
税
か
均
等
割
分
(
七
百
円

)
し
か
課
税
さ
れ
て
い
な
い
家
庭

で
、支
給
期
間
は
、妊
娠
五
か
月

め
か
ら
出
産
後
十
二
か
月
め
ま
で

の
十
八
か
月
間
。支
給
量
は
、粉

ミ
ル
ク
が
月
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
牛

乳
の
場
合
は
月
三
十
本
。

こ
の
受
給
申
請
は
、母
子
健
康

手
帳
と
印
鑑
を
持
っ
て
、出
張
所

へ
。(
母
子
健
康
手
帳
四
十
三
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
)

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

母
親
の
健
康
を
保
ち
、
子
ど
も

を
じ
ょ
う
ぶ
に
育
て
る
た
め
の
健

康
記
録
用
に
母
子
健
康
手
帳
を
さ

し
あ
げ
て
い
ま
す
。

手
帳
を
も
ら
う
に
は
、印
鑑
を

持
っ
て
出
張
所
へ
妊
娠
届
を
し
て

く
だ
さ
い
。こ
の
と
き
医
師
な
ど

の
証
明
書
は
い
り
ま
せ
ん
。届
け

出
が
済
む
と
、そ
の
場
で
手
帳
を

く
れ
ま
す
。

こ
の
手
帳
は
、保
健
所
や
医
師

な
ど
の
指
導
や
、予
防
接
種
を
受

け
る
た
び
に
、そ
の
結
果
を
記
入

し
て
も
ら
う
ほ
か
、
戸
籍
の
出
生

届
け
や
母
子
栄
養
食
品
を
受
け
る

と
き
な
ど
に
も
必
要
な
の
で
、
た

い
せ
つ
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

老
人
健
康
診
査

お
と
し
よ
り
の
か
く
れ
た
病
気

の
早
期
発
見
と
事
後
の
保
健
指
導

を
行
な
う
た
め
、
区
医
師
会
と
協

力
し
て
、
毎
年
九
月
か
ら
十
月
に

か
け
て
老
人
無
料
健
康
診
査
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
は
六
十
五
歳
以
上
の
お
と

し
よ
り
で
、内
容
は
血
圧
や
心
臓
、

尿
、血
液
、レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
の

検
査
と
問
診
。対
象
者
に
は
ハ
ガ

キ
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

予
防
接
種

法
律
で
接
種
を
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
種
痘
、百
日
せ
き
、ジ
フ

テ
リ
ア
、腸
チ
フ
ス
、パ
ラ
チ
フ

ス
、小
児
マ
ヒ
な
ど
を
定
期
予
防

接
種
と
い
い
、区
が
費
用
の
全
額

を
負
担
し
、実
施
を
都
の
保
健
所

に
委
任
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

日
本
脳
炎
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
任
意
予
防
接
種
は
、保
健
所

が
計
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
…
一
歳
ま
で
に
受
け
る
も
の

種
痘
第
一
期
、
百
日
せ
き
・
ジ

フ
テ
リ
ア
混
合
第
一
期
、
小
児
マ

ヒ
第
一
回

□
…
二
歳
ま
で
に
受
け
る
も
の

百
日
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
混
合

第
二
期
、
小
児
マ
ヒ
第
二
回

□
…
三
歳
で
受
け
る
も
の

腸
チ
フ
ス
・
パ
ラ
チ
フ
ス
混
合

第
一
期
(
そ
の
後
六
十
歳
ま
で
毎

年
一
回
)

□…
小
学
校
入
学
六
か
月
前
ま
で

に
受
け
る
も
の

種
痘
第
二
期
、
ジ
フ
テ
リ
ア
第

三
期

□…
小
学
校
卒
業
六
か
月
前
ま
で

に
受
け
る
も
の

種
痘
第
三
期
、
ジ
フ
テ
リ
ア
第

四
期接

種
日
と
会
場
は
、
手
紙
、
チ

ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

結
核
の
定
期
健
康
診
断

年
に
一
回
、必
ず
結
核
の
健
康

診
断
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、学
生
や
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や
事
業

所
で
ま
と
め
て
健
康
診
断
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

区
で
は
家
庭
の
主
婦
や
お
と
し
よ

り
と
商
店
や
小
企
業
に
働
く
従
業

員
を
対
象
に
、
専
用
の
検
診
車
で

移
動
検
診
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

費
用
は
い
っ
さ
い
無
料
で
検
診
日

と
会
場
は
、
そ
の
つ
ど
、
チ
ラ
シ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区所役の電話882- 1111　第二庁舎886- 3165　足立福祉事務所888- 3141　 中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7101
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= 特 集= 区 内の 道 路状 況 環
七
〝区
内
〟

は
年
内
に
全
幅
開
通

補
助
百
号
線
は
近
年
中
に
環
七
ま
で

首
都
東
京
の
道
路
交
通
事
情
は
、年
々
激
増
す
る
自
動
車
の
た
め
、す
で
に
限
界
に
達
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。足
立
区
は
、昔
か
ら
東
京
の
北
玄
関
に
あ
た
り
、交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、幹
線
道
路
は
日

光
街
道
し
か
な
く
、
こ
れ
に
関
東
・
東
北
か
ら
の
自
動
車
が
集
中
す
る
た
め
、
都
内
で
も
指
折
り
の
交
通
渋
滞
地

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
都
や
区
で
は
、
区
内
の
幹
線
道
路
網
や
区
道
の
整
備
を
急
い
で
い
ま
す
が
、

進
行
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
現
況
と
近
い
将
来
に
つ
い
て
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。

昨
年
四
月
一
日
現
在
の
区
内
道
路
率

(
区
の
面
積
に
対
す
る
道
路
面
積
の
比

率
)
は
、約
七
パ
ー
セ
ン
ト
強
。こ
れ

は
、江
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
う
ち
で
も
最
低

の
率
と
な
っ
て
お
り
(
墨
田
区
で
は
約

一
七
パ
ー
セ
ン
ト
)
、都
全
体
の
平
均

は
約
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
道
路
環

境
が
比
較
的
良
い
と
い
わ
れ
る
ワ
シ
ン

ト
ン
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
、パ
リ
二
六
パ
ー

セ
ン
ト
と
比
較
し
ま
す
と
、半
分
に
も
達

し
て
い
ま
せ
ん
。足
立
区
内
の
道
路
づ

く
り
の
必
要
性
が
、こ
れ
一
つ
で
も
ハ
ッ

キ
リ
と
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。

環
状
七
号
線
は

ど
う
か

二
十
三
区
の
周
辺
部
を
横
に
結
ぶ
大

動
脈
と
し
て
建
設
さ
れ
、足
立
区
以
西

は
す
で
に
開
通
し
て
い
ま
す
。区
内
で

も
、本
年
度
中
に
は
、全
面
開
通
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、高
浜
橋
(
現
在
片
側
だ
け
開
放

)
の
全
面
開
通
予
定
が
五
月
下
旬
。

東
武
鉄
道
大
師
線
と
の
交
差
箇
所
は
、大

師
線
の
存
続
が
決
定
し
、大
師
前
駅

の
取
り
扱
い
方
が
決
ま
り
し
だ
い
、道
路

の
建
設
に
着
工
の
予
定
。同
じ
東
武
鉄
道

伊
勢
崎
線
と
の
交
差
部
分
は
、環

七
の
一
部
が
上
を
通
り
、去
る
三
月
十

二
日
開
通
し
ま
し
た
。ま
た
、日
光
街
道

と
の
交
差
点
も
車
道
の
一
部
分
が
上

を
通
る
立
体
交
差
と
な
り
、四
月
中
に

は
開
通
の
見
込
み
で
す
。

以
上
の
箇
所
が
完
成
し
ま
す
と
、区

内
の
環
七
は
全
面
開
通
と
な
り
、近
年

中
に
は
水
戸
街
道
と
結
ば
れ
る
わ
け
で

す
。

区
内
の
東
西
交
通
混
雑
の
解
消
に
役

立
つ
環
七
の
完
成
ま
で
も
う
少
し
…
…

日
光
街
道
は

ど
う
か

国
道
四
号
線
(
日
光
街
道
)
の
交
通

渋
滞
は
、都
内
で
最
も
ひ
ど
い
も
の
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

去
る
三
十
九
年
か
ら
工
事
が
始
め
ら
れ

て
い
た
草
加
バ
イ
パ
ス
が
、昨
年
十
二

月
二
十
六
日
完
成
、全
線
開
通
し
ま
し

た
。ま
た
、東
武
鉄
道
と
の
交
差
地
点

は
、こ
れ
ま
で
車
道
の
一
部
が
上
を
通

っ
て
い
ま
し
た
が
、今
度
は
東
武
鉄
道
路

線
が
高
架
と
な
り
、現
在
そ
の
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
旧

梅
島
陸
橋
は
、本
年
十
月
ま
で
に
取
り

こ
わ
さ
れ
ま
す
。

千
住
地
区
の
混
雑
は
、
区
内
で
最
も

ひ
ど
く
、
こ
の
た
め
、
千
住
四
丁
目
ま

で
延
び
て
い
た
都
電
は
、交
通
安
全
の

点
も
考
え
て
、去
る
二
月
二
十
四
日
限

り
で
廃
止
さ
れ
、か
な
り
の
緩
和
効
果

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、こ
れ
だ
け
で
は
、根
本
的

な
解
決
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、現
在

都
の
建
設
局
で
、拡
幅
事
業
を
進
め
て

お
り
、四
十
三
年
度
中
に
千
住
大
橋
か

ら
足
立
郵
便
局
前
の
交
差
点
ま
で
、用

地
買
収
を
行
な
い
ま
す
。ま
た
千
住
大

橋
の
す
ぐ
下
流
に
も
う
一
つ
橋
を
設
け

る
こ
と
な
に
り
、
近
い
将
来
着
工
さ
れ

る
予
定
で
す
。

ま
た
、そ
の
先
、千
住
新
橋
を
越
え

て
、梅
田
一
丁
目
先
交
差
点
(
八
千
代

町
ロ
ー
タ
リ
ー
)
ま
で
も
拡
幅
し
、千

住
新
橋
も
も
う
一
つ
橋
を
架
け
、ス
ム

ー
ズ
な
車
の
流
れ
を
確
保
す
る
計
画
が

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

足
立
郵
便
局
ま
で
の
工
事
に
引
き
続
き

行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

放

射
十
一
号
は

ど
う
か

放
射
十
一
号
線
は
、
荒
川
区
尾
久
か

ら
隅
田
川
・
荒
川
を
越
え
舎
人
町
か
ら

埼
玉
県
へ
と
抜
け
る
道
路
で
、
日
光
街
道

に
次
ぐ
縦
の
幹
線
道
路
と
し
て
、
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
隅
田
川
を
ま
た
ぐ
尾
久
橋
の
建

設
工
事
が
進
行
中
で
、
こ
の
五
月
下

旬
に
は
、
片
側
だ
け
開
通
の
見
込
み
で

す
。
こ
れ
が
開
放
さ
れ
ま
す
と
、
尾
久

か
ら
日
暮
里
方
面
を
経
て
、
都
心
へ
抜

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
千
住
地
区
の
交
通

も
、
あ
る
程
度
緩
和
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。ま

た
、
こ
の
先
の
荒
川
を
ま
た
い
で

環
七
と
交
差
し
、
舎
人
へ
と
抜
け
る
予

定
線
の
、
早
期
実
現
を
図
る
た
め
、
区

で
は
都
や
国
へ
強
く
働
き
か
け
て
い
ま

す
。
そ
の
事
業
開
始
も
近
年
中
に
な
る

で
し
ょ
う
。

都
心
へ
抜
け
る
道
路
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
放
射
十
一
号
線
尾
久
橋

補
助
百
号
線
は

ど
う
か

西
新
井
橋
か
ら
環
七
ま
で
の
区
間
を

早
く
完
成
さ
せ
る
よ
う
、
工
事
も
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
、
西
新
井
橋
北
詰
の
取
付
け
道
路
と

補
助
一
三
六
号
線
の
予
定
地
ま
で
が
工

事
中
で
、
四
十
三
年
中
に
環
七
ま
で
の

用
地
買
収
を
完
了
し
、
早
々
に
工
事
に

と
り
か
か
る
予
定
で
す
。

な
お
、
西
新
井
橋
北
詰
の
取
付
け
道

路
部
分
は
、
間
も
な
く
完
成
し
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
「
関
原
通
り
」
が
通
じ
て

い
ま
す
が
、
道
幅
が
狭
い
た
め
、
ラ
ッ

シ
ュ
の
解
消
は
困
難
で
す
。
し
か
し
、
「

本
木
新
道
」
と
交
差
す
る
西
新
井
橋

北
詰
の
交
差
点
付
近
の
混
雑
緩
和
の
た

め
、
完
成
し
だ
い
一
部
分
開
放
す
る
予

定
で
す
。

か
た
づ
け
て
広
く

使
お
う
狭
い
道

区 内 の 都 市 計 画 道 路 現 況 略 図

(注)

都市計画路線中、

実線は開通、点線は計画

線。アミの
かかっている部分

は現在工事中ある
いは事業決定の場

所

横断歩道橋

放射線道路番号

補助線道路番号

着
々
と
拡
が
る
狭
い
道
路

舗
装
率
も
大
幅
に
伸
び
る

区
内
の
道
路
延
長
は
、
約
七
八
四
七

〇
三
メ
ー
ト
ル
、
道
路
総
面
積
は
三
七

八
六
七
四
八
平
方
メ
ー
ト
ル
(
昨
年
四

月
一
日
現
在
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、区
が
直
接
行
な
う
道
路

づ
く
り
は
、着
実
に
伸
び
拡
が
っ
て
い

ま
す
。ま
ず
、現
在
あ
る
道
路
で
狭
い

も
の
は
、そ
れ
に
並
行
し
て
い
る
用
水

や
ド
ブ
川
(
公
共
溝
渠
)
な
ど
を
暗
渠

化
し
、そ
の
上
を
道
路
と
し
て
使
用
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
区
内
に
は
、

こ
の
よ
う
な
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
の
で
、
最
も
経
済
的
な
道
路
づ
く
り

と
い
え
ま
し
ょ
う
。
梅
田
か
ら
島
根
に

か
け
て
の
旧
日
光
街
道
や
、竹
の
塚
、

伊
興
の
千
住
堀
の
改
修
、本
木
新
道
や

大
谷
田
、
中
川
の
葛
西
用
水
の
改
修
が

そ
の
お
も
な
場
所
で
す
。

ま
た
、新
市
街
地
域
で
は
、区
画
整

理
や
耕
地
整
理
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、ス
ッ
キ
リ
し
た
道
路
も

た
く
さ
ん
で
き
て
い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
舗
装
や
補
修
の
工
事
も
絶

え
ず
行
な
わ
れ
、
本
年
三
月
一
日
現
在

の
区
道
舗
装
面
積
は
、
一
八
六
七
七
四

三
平
方
メ
ー
ト
ル
、
舗
装
率
六
三
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
た
ん
だ
道
路
の
早
期
発
見

と
補
修
の
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で

区
内
を
巡
回
し
、道
路
補
修
車
二
十
一

台
で
こ
れ
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

い
た
ん
だ
道
路
は
、
交
通
事
故
の
原

因
と
も
な
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
が

発
見
し
た
と
き
で
も
、
す
ぐ
係
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

千
住
・
小
台
・
新
田
地
区
は
第
一

工
事
事
務
所
(
八
八
二
-
三
四
八

〇
)

。
荒
川
以
北
の
日
光
街
道
東
側

は
第
二
工
事
事
務
所
。同
西
側
は

第
三
工
事
事
務
所
(
い
ず
れ
も
八
八
六
-
三

一
六
五
)
。

ぐ
ー
ん
と
ふ
え
た

横
断
歩
道
橋

幹
線
道
路
の
充
実
と
同
時
に
、歩
行

者
の
安
全
対
策
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

と
く
に
、道
幅
が
広
く
交
通
量
の
多
い

道
路
の
横
断
は
、
歩
行
者
に
と
っ
て
た

い
へ
ん
危
険
な
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
は
、現
在
横
断
歩
道
橋
に
よ

る
人
と
車
の
立
体
交
差
が
普
及
し
て
い

ま
す
が
、
区
内
で
は
、
日
光
街
道
に

五
、環
七
に
十
三
、そ
の
他
に
三
か
所

あ
り
、
竹
の
塚
駅
前
通
り
に
は
、
こ
と

し
は
じ
め
て
、
区
で
つ
く
る
歩
道
橋
が

で
き
る
予
定
で
す
。

車
道
は
、川
の
流
れ
と
同
じ
で
す
。

歩
行
者
は
必
ず
橋
(
横
断
歩
道
橋
あ
る

い
は
横
断
歩
道
)
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

献
血
で
尊
い
生
命
を

守
り
ま
し
よ
う

足
立
区
献
血
運
動
推
進
協
議
会
で
は

日
赤
の
葛
飾
血
液
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し

て
、
毎
月
、献
血
日
程
を
組
み
、
区
内

を
巡
回
し
て
い
ま
す
。自
分
の
生
命
だ

け
で
な
く
、
ほ
か
の
人
の
生
命
も
献
血

に
よ
っ
て
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
献
血
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
　
▽
八
日
　
足
立
区
役
所
　
▽

十
八
日
　
都
バ
ス
千
住
営
業
所
　
▽
十

九
日
　
新
田
小
学
校
　
▽
二
十
二
日
　

弘
道
第
一
小
学
校
　
▽
二
十
三
日
　
花

畑
小
学
校
　
▽
二
十
五
日
　
梅
島
第
一

小
学
校
　
▽
二
十
六
日
　
区
役
所
第
二

庁
舎時

間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
～
午
後

三
時
。

な
お
、四
十
一
年
十
二
月
二
十
三
日

の
献
血
区
宣
言
日
以
降
に
献
血
さ
れ
た

か
た
に
は
、記
念
品
と
し
て
ボ
ー
ル
ペ

ン
、増
血
剤
(
整
腸
剤
)
を
さ
し
あ
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、献
血
さ
れ

た
か
た
は
手
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、

区
役
所
区
民
課
、ま
た
は
各
出
張
所
へ
お

こ
し
く
だ
さ
い
。

料
理
・
手
芸
教
室
へ

ど

う

ぞ

料
理
教
室

日
時
　
四
月
二
十
三
日
(
火
)
午
後
一

時
三
十
分
か
ら

テ
ー
マ
　
弁
当
と
総
菜
料
理

講
師
　
椎
熊
瑞
恵
　
定
員
　
五
十
名

手
芸
教
室

日
時
　
四
月
二
十
五
日
(
木
)
午
前
十

時
～
十
一
時
三
十
分

講
師
　
安
藤
洋
子
　
定
員
　
三
十
名

内
容
　
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
(
材
料
費

百
円
程
度
)

場
所
　
い
ず
れ
も
東
部
区
民
福
祉
セ
ン

タ
ー
(
東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七
)

申
し
込
み
　
同
セ
ン
タ
ー
事
業
係
(
電

話
六
〇
五
-
七
一
〇
一
)
。定
員
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
の
で
お

早
め
に
。

体
育
大
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

区
教
委
と
体
育
協
会
で
は
、第
二
十

一
回
都
民
体
育
大
会
の
足
立
区
予
選
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。ま
だ
次
の
十
種

目
が
参
加
希
望
者
を
募
っ
て
い
ま
す
の

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(
(
1
)
日
時
　
(
2
)
会
場
　
(
3
)
申
し
込
み

先
　
(
4
)
申
し
込
み
締
め
切
り
日
の
順
)

<
陸
上
競
技
>
(
1
)
四
月
十
四
日
午
前

八
時
三
十
分
　
(
2
)
蒲
原
中
　
(
3
)
九
中
樋
口
　 電

話
八
八
七
-
七
七
九
一
　
(
4
)
七
日

<
柔
道
>
(
1
)
二
十
一
日
午
前
九
時
　
(
2
)

足
立
区
体
育
館
　
(
3
)
蔦
谷
　
電
話
八
八
一

-
四
九
四
五
　
(
4
)
十
五
日

<
庭
球
>
(
1
)
二
十
八
日
午
前
九
時
　
(
2
)

北
千
住
公
園
　
(
3
)
鈴
木
　
電
話
八
八
一
-

四
三
五
五
　
(
4
)
二
十
日

<
卓
球
>
(
1
)
十
四
日
午
前
九
時
　
(
2
)
日

立
亀
有
体
育
館
　
(
3
)
緑
町
卓
球
場
　
(
4
)
十
日

<
弓
道
>
(
1
)
七
日
午
前
十
時
　
(
2
)
北
千

住
公
園
　
(
3
)
丸
山
　
電
話
八
八
一
-
五
九

〇
八
　
(
4
)
七
日

<
排
球
>
(
1
)
十
四
日
午
前
九
時
　
(
2
)
宮

元
公
園
　
(
3
)
関
　
電
話
八
八
七
-
一
一
一

一
　
(
4
)
六
日

<
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
>
(
1
)
二
十
八
日
午

前
九
時
　
(
2
)
足
立
区
体
育
館
　
(
3
)
ツ
バ
メ
ヤ
　

電
話
八
八
八
-
八
三
三
一
　
(
4
)
二
十
二
日

<
エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル
>
(
1
)
七
日
午
前

十
時
　
(
2
)
竹
塚
文
化
セ
ン
タ
ー
　
(
3
)
同
セ
ン

タ
ー
　
電
話
八
九
九
-
五
三
三
八
　
(
4
)
七
日

<
山
岳
>
(
1
)
十
四
日
　
(
2
)
苗
場
山
　
(
3
)
駒

草
　
電
話
八
八
一
-
二
四
九
〇
　
(
4
)
六
日

<
す
も
う
>
(
1
)
五
月
五
日
正
午
　
(
2
)
北

千
住
公
園
　
(
3
)
小
野
寺
　
電
話
八
八
一
-

四
九
八
九
　
(
4
)
五
月
五
日

<
剣
道
>
(
1
)
六
月
二
日
午
前
九
時
　
(
2
)

千
寿
小
　
(
3
)
小
畠
　
電
話
八
八
八
-
三
九

二
八
　
(
4
)
五
月
二
十
日

く
わ
し
く
は
各
競
技
団
体
へ
。

よ
い
カ
ギ

よ
い
ベ
ル

よ
い
く
ら
し

戦
没
者
遺
族
の
か
た
へ

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
降
に
死

亡
し
た
軍
人
・
軍
属
・
準
軍
属
の
遺
族

の
か
た
に
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

こ
の
特
別
弔
慰
金
は
、(
1
)
弔
慰
金
だ

け
し
か
も
ら
え
な
か
っ
た
遺
族
、(
2
)
昭

和
四
十
年
四
月
一
日
以
前
に
、年
金
や

公
務
扶
助
料
な
ど
を
も
ら
っ
て
い
た
戦

没
者
の
ご
両
親
や
奥
さ
ん
が
死
亡
し
た

り
、そ
の
こ
ど
も
が
成
人
し
て
、年
金

や
公
務
扶
助
料
な
ど
を
受
け
る
人
が
い

な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、兄
弟
姉
妹
や

成
人
に
な
っ
た
こ
ど
も
に
も
支
給
さ
れ

ま
す
。

こ
の
請
求
資
格
の
あ
る
か
た
は
、本

年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
請
求
し
ま
せ

ん
と
、特
別
弔
慰
金
が
も
ら
え
な
く
な

り
ま
す
の
で
、お
早
く
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。受
付
け
は
、区
役
所
厚
生
部
福

祉
課
(
内
線
三
六
二
～
三
)
で
す
。

■ 約束しましょう　みんなの観光地　よごさない　こわさない


